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AAOPによるOFOFPのガイドラインAAOPによるOFPのガイドライン
10年ぶりの徹底改訂版最新情報を

盛り込んだ

《TMDからOFPへ― 患者の主訴は複雑化している》
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口腔顎顔面痛の最新ガイドライン改訂第４版
̶ 米国AAOP学会による評価，診断，管理の指針 ̶

《AAOPのガイドライン：TMDからOFPへの関心の高まり》
　TMDとOFPの理解と教育の質の改善を目指して1975年に発足したAAOPのガイドラインは,国内外
の臨床家・研究者の間で広く指針とされてきた. 第３版同様，TMDをOFPの要と位置づけるコンセプト
の下,第4版では重要な最新の情報を盛り込みつつ,頸部障害の章を独立させTMDに関連した類似性
や相違に注意を喚起するなど,章立てを大きく変え徹底改訂した10年ぶり,注目の改訂版.
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